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佐賀県北茂安町の共同風呂について

野口智宏・白石太良

1 .はじめに

共同風呂とは、 一つの集落または地区を単

位とし、または何軒かの家が仲間を組織して

共同の浴場を設け、交代制などにより風呂焚

きすることによ って毎日入浴した風日のこと

である O 形態的には銭湯に類似するが、限ら

れた地域住民の入浴である、入浴料を取らな

い、湯沸かしの当番制、などの相違点がみら

れる O また、用水や燃料が必要なことから、

温泉地に多い共同浴場とも異なっている。

このような共同風呂は、明治期から昭和40

年代ごろまで、ところによ っては現在におい

てもみられ、日本近代の庶民文化の一端を示

す事象であ った。 しかも、仲間の形成による

地域社会との関係はもとより、運営と管理に

おける経済的側面からも注目されるものであ

った。とはいえ、その実態は十分に解明され

ておらず、わずかに静岡県の浜名湖周辺(小杉

1981)、愛知県の豊橋周辺(愛知大学1996)、鳥

取県の倉吉付近(白石1997a)、福岡県西部から

• 司手町

• 久山町

第 1図福岡県と佐賀県の共同風自の分布
(確認されたもの・市町村単位)

佐賀県東部(白石1997b)などについて概括的に

知られるにとどま っている O ほかにいくつか

の地域において市町村史(誌)に記載され(白石

1998)、また筆者らは富山県朝日町や岐阜県多

治見市、愛媛県宇和島市、長崎県佐世保市な

どにおいても存在したことを確認しているが、

それらの状況は詳細にはわかっていない。

その意味から本稿は、すでに広範囲に共同

風呂の存在が確認されている北部九州地域の

なかから佐賀県三養基郡北茂安町を選び、事

例調査の結果を報告するものである O

北茂安町を事例地域としたのは、ここが北

九州地方における共同風呂分布範囲のなかで

中心的位置を占めていること、平野部にあっ

て燃料や用水の確保など共同風日の成立要件

が分かりやすいことなどによる O 調査は、共

同風呂が記録に残りにくい事象であることも

あって、主に聞き取りによって行った O

北部九州にはかつて広い範

囲にわたって共同風巴が存在

していたので(第 1図)、北茂安

町の周辺地域の共同風呂の状

況について、市町村史(誌)か

ら概観しておこう O

福岡県では北は鞍手町から

南は立花町まで、佐賀県にお

いては北は呼子町から南は有

明町まで、広く共同風巴の存

在が認められている O 特に、

久留米市を中心とした筑紫平

野一帯には集中して分布する O

共同風呂の成立時期につい

ては、福岡県朝倉郡杷木町で
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は明治17年ごろとされ、 [Ii]八女郡川本Ulfでは

iりjdî以前から };I.l~ イ1: していたというが、 r Ti IUT村

!とは忘)には r~H在な心j!liはなく、多くは決然と

r~Jdî頃とのみあげ、られているけその契機につ

いては、久留米r!iで燃料が薪からイIlえに移行

するに及び、住民の要求と行政の指導ーとがあ

いまって汗及したとあることが11:IIされる()

終了時期jは相違が大きく、大lEWJにはすで

に廃止されていた地域やH[1和初期になくなっ

た地域がある -}Jで、 j丸紅もなお継続すると

ころもあるり太宰府rifで、は、大1E中則から h

右衛門風呂の普及が始まってI付風ιが次第に

多くなり、Il({手L110年ごろを境に共[iiJ)!ftl t;11は姿

を消していったというけ福岡県本I'JJ岳部久山町

ではll{同u:m年代から-1()1f-代にかけて消j成した

が、新築ブーム、灯油・ガスなどの燃料革命、

白家別屯動ポンプの許及などにみられる生ir~・

の変化、衛生思想の進展などが原1Mであると

いわれる υ 共同)氏ιが衰.iliする要[f;lは様々 で、

経済)J記長による'LirIノk準の[ilJ1二を背宗としつ

つ、 上水道の持及やボイラーなどの湯沸かし

千段の発注などにより、庶民の"Li，号のイり様

が変わったためと考えられる。

共[11J風ιに対するヲミ際のII'fと称は、地域によ

って様々であったが、福岡県では久間米以北

はモヤイ凪UzI、以南はモエ風日という場介が

多い()佐賀県では・般にモヤア風H(モヤ一

風月)といったけいずれも、共[uJ風ιが地域

社会における共同体的助け合いとして常'まれ

たことをIJミしている日

)乱Flの建物は、概ねどの地域においても湯

槽を屋根で覆うだけの質素なものであったυ

例えば三!日川町‘では、地卜-(ヂゲ)11
の家々が

!)~ 10戸で巾し合わせ、板i耳iしEに'BJや藁で葺

いた小屈を建てて)民主;小屈とした〈ノ

運営方法は、地域によって岩下の相違があ

るものの、燃料の'-i]番持もによる輪番出Ijが多

かったりもちろん、燃料の共同購入や風トll沸

かしを雇うところもあったり必要経費は大半

が家族人員による均等割で、毎月支払う形式で、

~() 

あったが、入浴は無料で修給費用のみを負担

する場イヤもみられた υ 久間米rii高良地以で、は、

共IliJJ臥日の権利を持つ株主とー般家族とがあ

り、!日J1i・は 111交代で吋番に九たって費用を

}jごとに11えめ、後汗は利用する)支ごとに人j谷

料を支.}1、ったリ

その他、吋書には吋香札を¥Li]す、 i坊が沸く

と拍子木で矢11らせる、 lE)j や祭りには ~î)] J瓜ι
を O~ てるなどの惇{宵もあったc.，

共同風呂は、現在からみれば衛生面や風紀上

の問題がなかったわけではないが、存続した当

時は地域住民にとってはコミュニケーションの

場と捉えられていたようである υ いずれの市

町村史(えいにも、共[IIJ)臥ιを懐かしみ、好ま

しい人11¥1関係を牛.みIHしたi劫向?という ι述が

多いり

3. 北茂安町の共同風呂の分布

1 ) 事例地域の概観

北茂安町は、南に筑後川が流れ、北は脊振

山を臨む筑紫千里子のql心部にあり、福岡県と

の県境に位置する佐賀県東部の町である口町ー

城京端には九州五社八幡のーつで111[E]弊小社

の下架八幡't~.;があり、 11 if は門前田J としても
栄えた υ 行政l足域としては、 rYjdi221fに近隣

4ヵ村の合併により北茂安村が誕生、昭和40

年に町市Ijを}jllifJ:しているい

町内を東西にlfl長崎街道が走り、今は!玉l道
34り-が通って悩|同と長luMを結ぶ交通の要衝で

ある() E産業は米作りを ~tlJL、とする農業で、

:30 .~-1()戸程度の集落が分散的に分布しているり

しかし現紅では、久留米rHのベッドタウン的

作イf: の ~Ir として新興住宅地の建設も盛んで、

人rJも、昭和お年の8，471人から Eド成 7年には

11， 610人へと増加したけ

2 ) 共[6]風凡の存続期IHJ

北茂安町では共|則氏日を府立にモヤア風呂

というが、その成立の背去や存続した期間に

関する資料はみられないり 11i老からの聞き取



(中原町)

/
 

/
 

B 500 1000川

¥ 

ノ

¥ 
¥¥ 

鳥緬 市)

¥ 

第 2図 北茂安町の共同風呂の分布(昭和初期)

りによっても Z 、生まれた時にすでに存在し

ていたとの回答が返ってくるのみで成立時期

の確認は得られていない。もっとも、明治初

期から中期にかけて、早くても幕末ごろに成

立したのではないかとの見方もあるの北部九

州の石炭採掘が盛んになる時期であること、

したがって新しい燃料としての石炭の流通が

始まり、庶民もその入手が容易になったこと

と関係するというもので、燃料確保が困難で

あったことに基づくが、推測の域を出るもの

ではない。

一方、共同風巴の大半は昭和初期に廃止さ

れ、遅くとも昭和20年代にはみられなくなっ

た。この点では、昭和40年代まで残り、今も

なお利用されている福岡県南部のもの :Ii との

違いがうかがえる O 廃止には自然消滅が最も

多いが、石貝地区のように昭和28年の水害で

流されたあと復活しなかったものもある O 中

津隈地区では昭和 6年に付近で温泉が湧出し、

温泉への入浴により昭和10年前後に共同風呂

がなくなっている。しかし、廃止が昭和初期

に集中した要因については、不景気な時期に

なぜ経済的に費用のかかる内風邑への転換が

進んだのか不明な点が多い。

3 ) 共同風巴の分布

北茂安町には、大正期から昭和初期にかけ

て合計45ヵ所の共同風呂がみられた(第 2図)。

もっとも聞き取りにより確認した結果であっ

て、若干の遺漏がないとはいえないが、大略

当時の状況を示していると思われる O

共同風呂は北茂安町の全域に分布し、旧街

道沿いの町部と農地に固まれた村落部の別な

く全ての集落に立地していたようである O 集
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落規模や浴場の大小によりその数は 1~ 5ヵ

所と相違するものの、全住民の入浴が可能な

環境が整備されていたということができる O

このことは、集落ごとの生業等の相違とは関

係なく共同風呂が用いられ、住民の日常的生

活行為の一部に入浴が関わっていたことを示

している O

共同風呂の位置は、いずれも家並みから10

~20メートルあまり離れた場所で、町の中心

を流れる寒水川のほとりをはじめ付近の水路

沿いであった。用水の確保と排水の利便さの

ためにここが選ばれたようである O

4 ) 風呂屋カドウチ

共同風呂はそれぞれの地区の下部単位であ

る組のなかで仲間を形成するものが多かった。

組は当地方では一般に村カドウチと呼ばれ、

冠婚葬祭の世話をするなど相互扶助を目的と

する地縁的生活単位であった。一方、風呂の

仲間は風呂屋カドウチ(単にモヤアということ

もある)といい、多くは村カドウチのなかの

一部の家が集合して組織された 1)。したがっ

て、結果的に風呂屋カドウチと村カドウチが一

致する場合もあるが、前者は後者のなかのい

くつかの家で構成される場合が多かった。

例えば皿山地区の場合、湧水の流れる堀端

に風呂小屋が建てられ、その周囲に風呂屋カ

ドウチの家が集まる(第 3図)。村カドウチで

あっても、風呂小屋からの距離があるか内風

呂(1軒風呂)の家は、風呂屋カドウチに属

していない。ここでは、通俗的表現ではある

が、隣近所で風呂造りがもちあがり、自然発

生的に形成されていったといわれている O

このことは、粉うちゃ味噌作りなどの相談

が風呂のなかで決まり、これら生活の共同化

を風日屋カドウチで行ったという中津隈西地

区古賀組での聞き取りと通じるものがある O

いわば風呂屋カドウチは、近隣住民が家族的

つきあいをする仲間であった。それゆえに、

「ここの風呂は好かん人のおるけん、家方は

凡例

... 共同風呂

風呂屋カドウチ

一ー一一 村カドウチ

. 風呂屋カドウチに属する家

O 風呂展カドウチに属さない家

出 N…主な川(水路) 100 200111 

一一ー 主な道

第 3図 皿山地区の風邑屋カドウチ

よその風呂に入ろう jといったこともあった

という O 風呂屋カドウチと村カドウチは別種

の社会集団であったようである O

もっとも、このような状況は小規模な風呂

屋カドウチに限られる可能性もある O 風呂屋

カドウチの規模はほとんどが10戸前後ではあ

るが、市原地区(80戸)、千栗地区(40戸)のよ

うに大規模なものもあり、そこでは村カドウ

チを越えて一つの共同風呂が造られた。

4.共同風呂の諸相

1 ) 風呂小屋と費用負担

風呂小屋の大きさには大小があり、その形

態も様々であった(第 4図)。しかし、一般的に

は簡素な小屋が多かったようである O 例えば

江口地区出口組の風日小屋は、約 2間四方の

藁葺き小屋で、周囲の風よけのために笈を張

った粗末なものであった。小屋のなかには大

人が 6~7 人一緒に入れるほどの大きな木風

呂が据えられ、入口から右手には脱衣棚兼待

ち合い椅子の竹編み棚が作られていた。夜は

ヮ，“同町
υ
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第 4図 共同風日の見取り図

(千葉地区)

薄暗いランプの明かりが湯煙りで曇 り、やっ

と人の顔が見えるぐらいであったという O し

かし一方では、千栗地区のように 3間四方程

度の建物に湯船(約 8畳敷でコンクリート製

といわれている)が置いてあったところもみ

られる。このような相違は、地区の経済力の

差もあるが、利用人数の多少の表れであった。

風日小屋の土地は、共有地の場合もあるし、

私有地の借地のところもあった。借地の地代

に関しては、年貢などを収めていたという事

実は確認できなかった。

風呂小屋の建設費と修繕費、電気あるいは

ランプ代、掃除道具などの費用は、戸数割か

人数割であったといわれるが、資料を欠いて

いるので集金方法や支出内容などは不詳であ

るo 後述のように、用水費は無料、燃料費は

当番の負担であるから、毎日の入浴料徴収を

しないのが普通であった。ただ、千栗地区で

毎年2月20日に「風呂寄合Jが開かれていた

ことなどからみて、定期的に寄り合いがもた

れ、話し合いで経費の計算がなされていたも

のと思われる。

2 ) 用水・排水・燃料

風呂に必要な用水には、川水を用いる地区

と井戸水の地区とがほぼ半ばした。付近に川

や水路のある中津隈、江口、西尾上地、皿山

などの地区は川水、その他の地区は井戸水の

利用であった。水路があっても、良質の水が

得られるため井戸を利用した地区もあるが、

西尾上地地区のように井戸水に鉄分が多く含

まれ、止むなく川水を使っていたという例も

みられる O

川水の利用は、井戸掘りの経費が削減され

る一方で、川からの水汲み作業が重労働であ

ったO 江口地区出口組では、風呂小屋西側の

堀端(道瀬川の下流で、分水して堀状になって

いる)に水汲み場があり、堀のなかに四本櫓

を組み、高さ約 2メートルのところに18リッ

トル入りの桶を置く足場を設け、跳ね釣瓶で

桶に水を汲み上げていた。ここから浴槽まで

は約 5メートルあるが、節を落とした大きい

孟宗竹を樋にして送水した。樋の継ぎ目など

からの漏水があって大きい浴槽に水を溜める

には骨折ったといわれ、殊に北風の強い雪の

日や雨の日の水汲みの苦労は大変で、あった。

しかし、このような設備のあるところは珍し

く、多くは川水をバケツで汲み上げたので、

その厳しい労働を想像することができょう O

井戸水の利用の場合も、手押しポンプが普

及する以前は釣瓶を使って水を汲み上げたの

で、重労働であることにはかわりはない。

川水にせよ、井戸水にしても、水汲みは子

供の仕事であるのが一般的だったようである O

司
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このような子供のころの苦労ぷを懐かしく訴

す年寄りも少なくないれ

人i谷に使ったあとの排ノkは、 j谷槽の下部に

ある栓を抜けば自然に流れ出る仕組みになっ

ており、そのまま川や水路に流すか「たま

りjとH子ぶ小さなため池にj庇した。排水を肥

料に山いることはなかったが、 l珂尾上地地l疋

では「たまり jを l二地天神と 11子び、そこにレ

ンコンを植えていたという()

燃料としては、いずれの地区でも石炭が用

いられ、新や割り木、藁などは火起こしの時

に使うのみであった()I惟 A の例外は皿山地!乏

で、ここでは 1['1{J~焼j という焼き物が盛ん

であり、その燃料である新が風日沸かしにも

利用されたのであるわ

昭和初期のころの燃料といえば、一般的に

薪を用いるのが普通で、共同風呂の場合でも

近隣地域の上峰町-などでは主に薪が使われて

いたりそれに対して、北茂安町で石炭を用い

たのは、町域に炭田がなかっただけに注目

される。ここが平野部で薪の入手に困難が伴

ったこと、したがって薪の使用は挿.力少なく

し、費用負担からみて不経済ではあるが、火

力の強い石炭を用いたことなどが背景にあっ

たとされている。

石炭の調達は、 rt1itr浪地区の場合、各家で

ql原町の「イトヤマj という燃料庖へ荷車を

う|し、て買いに行き、昭和初期には100斤が70銭

~ 1 [Tlぐらい、年間 3回程度の買い出しで十

分であったといわれる。他の地以でも、馬車

や荷車で石炭の購入にでかけていた。

:) ) 風l~lJ の当番

年中無休で行う風J41沸かしは、地区の仲間

による、月番制による場合が多かった。当番の

仕組みは家族の人数により当番目数を決める

もの、話し合いで当番の期間を決めるもの、

1 週間交代で回すものがあったりこのなかで

最も多かったのは、家族人数により当番を振

り分ける方式で、入浴者数の不公平をなくす

ため 5人家族ならばf)11 I1U、7人家扶であれ

ば 7I j 間連続して、片番を勤める )j式であるじ

他に、特異な例として千梨地|べではむ門の

)武 {~JJ\J{ てさんを厄い、 l人 1[rl[:2 ~ :3銭ぐら

いで入浴するという仕組みであったり

1円高二の仕事は、水汲み、湯沸かし、 M.除で

あるわ 'lj呑は、 H与問は定められていないもの

の、タ LIがf存ちる!日jにイijAを持参して湯沸か

しにかからねばならないり燃料のイjJえは当番

のれ刊であったり泌が沸くとHlf木を鳴らし

てHtU，JJ尿カドウチに失11らせるが、それを聞い

て人々が集まり始め、反は 9U，):ごろ、冬は 7

fI与ごろカまピークになるい !Ii番は古?に)民U4ノj、J主

に}斤て火加減や渇加減に ~t怠し、全はが入り

終わるの待って湯を決とし、あj}[訟をして帰るり

これだけの仕事を農作業の合間に、しかも家

族人数などによる日数分だけ沸かすとなると、

大きなれ担であったい

1E J]には朝から}臥 l'~ を沸かし、朝)瓜日や怪

風ιを楽しむ場合が多かったようであるわま

た、 q1i判決[1l.j地|ベの rtl~ 資系nで、は、年 1 [r]j科度

であるが、農繁則前にj易，diがわりに塩)瓜日を

Nl~かしたという()これらの湯沸かしもその時

にいlり)1111となった咋需が行ったれ

、lj 番とは関係がないが、人i{~ )lJn にもふれて

おく()特にきまりはないものの自然と入浴の

順番が決まっていたようで、 j民uう九iカドウチ

毎に常に-番凪uうの人があり、例えばEI壁地

iベでは地lえの獣医が毎日最初に入浴したとい

われるり次が老人と子供、その後が農作業を

終えた男性、最後に食事の後始末を済ませた

女性が入った}、li昏がいつ入浴するかの定め

はないり泌浴ではあったが、現実には男女が

同時に風f，JJに人ることはなかったの入浴者は

仲間内に限られ、来客があれば無料で、人れた

が、他地区の人々の入浴はなかったりもっと

も、子供は|礎の共同風日に人りにq-fく場合も

あったわ

A
斗
A

「
J



4 ) 共ILiJ風日の功罪

北茂安町で共Ili]風片の粁験{';.は、 70歳を超

える老人同に|民られるの 彼らのなかに共同風

呂を懐かしく忠う人々が多いのは事実で、そ

れは共IfiJ風川の利点が強く印象づけられてい

るからにはかならないけ

共同)民LIlyllの故大の功績は、地域コミュニテ

イの形成に関してであった。 ・つの湯槽に人

り裸のつきあいをすることにより Jf~J戊された

人間関係は、人々の結束をj宋めたといわれて

いる二 もとより入浴は私的行為であり、裸

を見せることからは少なくとも家放中.位の行

為である、 したがって共同風川は、家抜的な

行為の.ì~l) を地域の集団で、行ったことになる。

それゆえに、)凡ト;という単-{幾能の集団とは

いえ、家族とも類似した結び付きがあったと

認i哉されていたのではないかれ

Ji\tL~小!廷は農作物の作柄や京気の動き、誕

生・結婚・病気のこと、時には狼談まで合め

てl吐間IilIiの場所で、あり、情報交換の場であっ

た d 子供はそこで遊びを覚え、また多くを学

んだのである。 地域住民のコミュニケーショ

シの円滑化と近隣の大人たちによる子供の教

育h が共lii]風川の大きな機能であったり

」方、欠点に関しては、プライパ、シーカ叶呆

ちにくく、吋番の仕事がつらかったことがしミ

われる しかし、戦前の村法社会では互いの

顔見知りは許通の状態であり、、ii番にしても、

毎日風れに入れる利点からみれば苛労ではな

かったとの立見もある t もっとも、共同)乱呂

でない地域から嫁いできたむ嫁はl材ったよう

で、.fJ! イl~ で、も、IJ fl寺のことを話したくないとい

う人もみられる

衛lj:.lfliから問題があったことは内定できな

い、手IJJ}j .r;-t文が多いだけでなく、湯槽内で体

を擦るため渇のifJれがひどかったともいわれ

ている 皮膚病、結膜炎、トラコーマなどは

感染者がし Eれば瞬く間に広まったようで、そ

のために共IliH巨人llうを廃止したという地区もあ

る}ただ、聞き取りの範囲では、雪察などに

一;)‘)

よる指導の事実は硲f認されていないけ

出i{~からくる男女間の|問題は、それらしい

話もないではないが、皆無といってよいとさ

れているり疑似的ではあるが、家族ともいう

べき関係のなかでの入浴であることによるも

のであろうりもっとも、他の共同風呂への捌

き行為はみられたようであるの

5.結びにかえて

本杭は、佐賀県北茂安町の共同風呂につい

て事例研究としてまとめたものであるの主と

して聞き取りによる事実を述べており、その

意味では文字通り研究ノートの域を出ない

かもしれない。しかしながら、ここでみた事

柄は、北部九州の市町村史(誌)に記載され

た共同風呂の記述内容を深化させ、詳細にか

っ具体的に示すものであったりしたがって、

この地方の共同風呂の実態を、 」つの事例を

通して明らかにし得えたものと考えている。

しかも、その事実のなかには、規模の違い

こそあれ、静岡県や愛知県、鳥取県などの共

同風日の状況と共通点がみられるものも少な

くないn このことからいって、技が国の共同

胤l7'，は、地域の追いがあるにもかかわらず、

庶民't.活のなかに根ざした事象であった可能

性が高いといえよう()とすれば、本稿は、共

II:iJ風ιの役割と意義を考えるにあたって、事

例の積み重ねの一翼を担ったものといってよ

しEかもしれなしh

もちろん、調査で得た事実関係の錯綜を卜

分に整理できていない筒所もあり、多くの調

査漏れもあることを認めねばならない()とく

に、共同風呂成立の契機、運営の経済的側面、

村カドウチとの関係、その後の人間関係の変

容などは残された大きな課題である()それら

を補足して行く必要があるし、なによりも北

部九州の共同風呂のなかにおける北茂安町の

位置付けへの考察が求められよう。明らかに

した事項よりも、今後明らかにせねばならな

いことのほうがはるかに多いのであるり



注

1 )地域の最小の単元であるから、北茂安町では

村カドウチに相11するわ

2 )話者の最高齢若は92歳の赤l'iJ輝氏であった(

3 )福岡県南部の広川町、黒木町、 111川町には、

利用者の減少は著しいが、共rli]風f;J1が現作して

いる (1998年現在)u 

<1 )両足 L地地[乏で、はIIlL縁関係にある家が集合し

て風呂屋カドウチを組織した。

5 )江IJ地区には次ぎのようなmL誌があったわ

江IJ部落は問の端

近所つき合い16戸

男女合わせて80人

先祖代々もやい風J71

6人人りの桶風FIIに

昨日とついだ嫁さんは

はずかしそうに遠慮して

ためらう姿がし、じらしい

それでも風呂はもやい)駄目

男女混浴あたりまえ

通りがかりのお巡りさんも

にんまり笑って知らぬ顔

楽しい楽しいもやい風呂

楽しい楽しいもやい風呂

( r北茂安町の史話伝説Jによる)

6 )浜崎幸夫教綬(尚制短期大学)は、親の厳で

あるマザーリングに対して他人による子供の艇

や教育をアザーリングと名付け、共同風呂の重

要な機能と位置づけているり
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